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3) カタル症状の現れ方:カタル症状の現れ方は
区々であり，約 25%以上は潜伏期の終り頃より症
状がみられた。
4) rコ」斑の出現日と部位，後頭部リンパ腺腫
脹: rコ」斑はカタル症状を来してから第 3病日に
最も多く見られた。 (80%) Iコ」斑の部位は下顎日
歯の頬粘膜応接する部位が最も多く見られるが，こ
の他上顎下顎の前歯応接する部位にも見られた，叉
麻疹にも Rubeola，Subitumと同じ様l乙非特異的
に後項部リンパ腺の腫脹が見られるととがある。 
5) 前駆疹:カタ Jレ期の 2 3病日lζ粟粒大米粒"，， 
大の発疹が躯幹を主として見られることがあった。
昭和 39年度では約 30%にみられた。
め 「コ」斑の多寡と麻疹の軽重: rコ」斑が多
くても必ずしも麻疹は重症になるとは云えないが
「コ」斑の少いもの程軽症例が多かった。 
7) 発疹の多少と麻疹の軽重:発疹が多いと云っ
ても必ずしも重症になるとは云えないが発疹の少い
ものに比して重症例が多く軽症例は発疹は少なかっ
?こ。 
8) 発疹後の下熱日数: 175例について発疹後の
下熱状態をみると発熱の程度の低いもの程早く下熱
し， 4日以上に発熱の亘る ζ とは少なかった。 
9) 合併症:28年度 36.3%， 36"，，38年 25.6%， 
39年 16.5%に合併症がみられ， 次第に少くなり，
死亡例も見られなかった。 
10) rglobulin微量注射による麻疹感染:乳児100 
mg 1 3才 150mg-----200 mg，3"" 7才200mgの"，， 
rglobulin を注射して麻疹に擢患した 50例につい
て，その臨床症状をみると臨床症状が非常にかる
く，乙の量lとても充分，症状を緩和させえた。 
34.一過性に発疹の消穂をみた重症麻疹の 1例
高山晃(水戸市〉 
11ヵ月の男児， 定型的麻疹経過中， 発疹2日目
の夜より急l乙不機嫌，不安状態，呼吸困難を呈し，
皮フ蒼白となりチアノーゼを伴い気管支肺炎の所見
を呈し急性心臓衰弱を起し最脱の状態になり，同時
に皮疹粘膜疹消失す。 rグロプリン(発疹第 1日目 
200mg，第 2日目 300mg)化学療法剤(クロマイ，
とテラマイ〉強心剤，鎮静剤等を併用，翌日夕(約 
20時間後〉幸い危機を脱し急性心臓衰弱が快復し 
一般状態が好転すると共に皮疹が再び定型的に現れ
其後は平常の経過をとり 3-----4日後色素沈着を残し
て全治す。
思うに麻疹内攻とは急性心臓衰弱の為に虚脱の状
態を呈し為に皮フ血管が収縮L血流が悪くなり皮フ 
が蒼白になり，其故に皮疹が見えなくなったのでは
あるまいかと想像されます。
何れにしても内攻なる現象叉は内攻なる言葉は今
後尚再検討さるべきであろうかと思う。
35. 小児潰蕩性大腸炎の 1例
前田和プ(毛目病院〉
四家正一郎(東邦大大橋病院〉
本邦の小児科領域に於ける，演蕩性大腸炎の報告
は甚だ稀ー である。
(症例) 12才男児
(主訴〉 持続性の血便
家族歴，既往歴K特記すべきことなく，バリウム
注腸による腹部X線検査Kて，大腸全体にわたる
頼粒像，辺縁の鼠佼像がみられ， pseudo poly-
posis型の潰蕩性大腸炎と考えられ，ステロイド
ホJレモンにより治療したが，緩解と再燃をくりか
えし，ついに外科的に結腸の摘出を行った。 
36. ステロイドホルモンの奏効した小児潰蕩性大
腸炎の 1例
岩沢 敬(山梨県立〉
入枝幸三郎，内田佐太臣〈千葉大〉
約 1年の間隔で再発した本症と思われる 10才4
カ月の男児例。
初回はブレドニン 15mgを投与した処2週間後に
肉眼的血液消失。 1日2-----3回の普通便となり， 4 
週後l乙潜血陰性。再発時には同剤 20mgで2日目よ
り肉眼的血液の消失を見， 1週後には潜血陰性，普
通使 1日1---2回となった。 
37. 乳児突然死の 2例 
0吉田全次，吉川俊夫(順天堂大〉
軽症で予後を楽観していた場合に突然症状が変化
して死亡することがある。我々もこの様な 2症例を
経験した。
第 1例 10m合第2例 6m♀ いずれも発熱
と咳を訴え，第 1例では脱水，第 2例ではチアノー
ゼを認め入院させた。共に理学的所見は殆んどな
く，抗生剤，輸液，強心剤等使用せるも第 1例は即
ワ 白AU 
千葉医学会雑誌 第 41巻
日，第 2例ーたん軽快せる後に呼吸困難が増悪，死
亡した。剖検により肺に充血，毛細気管支壁の惨
潤，無気肺，肺気腫，肝lと軽度の脂肪変性，胸腺の
軽度肥大が共通せる所見で acutecapi1lary Bron-
chitisを思わせた。
本症は鼻汁，咳， くしゃみ等上気道感染症状に続
いて発熱，呼吸障碍，チアノーゼを呈し，血液像に
は著変なく，脱水と肝の脂肪変性，肺に無気肺と肺
気腫を生じ，病原は未だ未知と云われている。 
38. 運動による疲労に関するその後の研究
田村俊吉(東歯大薬理〉
運動により尿中の amineを主体とする毒性物質
は増強する。本物質は運動により増強する以外R:，
疾病によっても増強する。本物質は，別出蛙心臓を
停止する作用があるけれども， glucuronolactone 
を添加すると，再び持動を始める。 glucoseはその
作用は弱く，心幅の増大は認められるが，停止した
持動を再び動かすととはできない。
乙の有害物質である尿中の amine物質と glucu-
ronolactone との関係を Paperchroma togra phy 
で調べた所， amineと glucuronolactoneは混合
物を作り， しかも βg1ucuronidaseでは分離され
ず稀薄な酸で分解されることを発見した。即ち， 
amine と glucuronolactone とは蛙心臓内で 0-
glucuronideでない glucuronideを作ることがわ
かった。
特別講演
第 2回アジア，アフリカ小児科学会より帰りて
九段坂病院小児科 中山喜弘博士
佼成病院小児科 中島春美博士
第 2回アジア・アフリカ (A・Aと略す〉小児科 
学会が昭和 39年 8月 19日より， 8月27日までイン
ドネシア・ジャカルタ市で開催され，当千葉地方会
員より中山，中島，川崎，小松が日本小児科学会代
表として出席したので，その印象を中山，中島が報
告した。
A.A小児科学会は第 1回は 1961年インド・ニュ
ーデリー市で開催され，その目的は A.A諸国民共
通した問題を討議する ζ とになっており，次回はパ
キスタンで行われることになった。
参加国は A.A諸国より 15ヵ国，オブザーパーと
して欧米諸国より 12カ国，参加人員は約 500名で
あった。日本からは日医大村上教授が代表団の団長
とし 12名出席した。
演題数は代表演題 16，一般演題 128で， 公用語
は英語のみであった。一般演題の内容は結核，伝染
病，皮膚病など我国では 10数年前に問題となった
疾患が取上げられていた。 シンポジウムは 2つあ
り，その 1つは Prof.Georgyが司会して， H低開
発国lこ於ける栄養の問題H についてであった。中
共，エチオピア，フィリツピン，インドネシアと共
に中山が日本代表としてこの討議に加わった。日本
の乳児死亡率は最近急速に改善せられて，欧米並と
なったことを述べたが，クロレラは実用になるかと
スープの乳児栄養品としての価値はどう
かなどの質問があった。
次にインドネシアの医療事情は，人口 9，600万に
対して，独立当時 (1945)は小児科専門医は  5名
で，医科大学は 1つ， 1964年に小児科専門医は 120
人，医科大学は 15になり， 毎年 450人の新医師が
できるとのことであった。
また，乳児死亡率は独立前 300，1961年 97で，
我国に比べて著しく遅れていた。
ジャカ Jレタにある小児病院を見学したが，エルト
ール・コレラ，結核性髄膜炎，チフス乳児破傷風，
栄養失調症などが主な入院患者であった。乳児破傷
風は 85%の死亡率とのことで痛ましく感じた。栄
養障害の研究にはマテリアルに困らないと思った。
インドネシア人の対日感情は非常によく，また学
会の世話係も至れり尽せりで，到着した時比空港へ
の出迎えから，スカルノ大統領の招待など，帰るま
で実によくして呉れた。
ことにジャカルタ医科大学の学生が，無報酬で朝
から夜まで，案内や，いろいろの世話をして呉れ
こ。T
またバンドンへのリクリエイションの時には白ノて
イの先導で，まわりの車をけちらして行くのにはび
っくりした。
インドネシアはスカルノ大統領を中心として，ア
ジアの新興国として意気は大いに揚っていたが，医 
療の内容は未だこれからだという感じがした。
本地方会総会民於て特別講演の機会を戴いた久保
会長に深謝する。
